
児童・生徒の学習状況分析 評価・検証方法、目標値
更に工夫したい点 評価（◎、〇、●）

国
語

授業中に発言をしたり、自分の考えをノートに
記述したりする生徒が少ない。

何をどうやって発言したり、メモしたりすればよ
いのかを授業中に実物投影機やプリントなどでよ
くできている生徒の取り組みを紹介していく。

○ノートやワークシートなどで主体的に学ぶ態
度の観点別評価を行う時、単元でＡ評価の人数
を学年の三分の一以上にする。

数
学

正負の数の計算を間違える生徒がある程度い
る。

計算力の定着を、定期的に図るようにする。 ○毎回の定期試験に正負の数の四則を必ず出題
して、７０％の正答率を目標にする。

理
科

積極的な発言が多いが、発言に偏りがあった
り、発問の意図を理解できていない生徒が見ら
れる。また、道筋を立てて考えられない生徒が
いる。

論理的に考察ができるよう、ペアやグループでの
話合いを通して、考え方を身に付けさせる。

〇実験レポートに考察欄を設けＣ評価を１０％
未満にする。

音
楽

全生徒がワークシートの記述などに丁寧に取り
組む。しかしマスクの影響もあるが、歌声はと
ても小さい。発言は決まった生徒しか手を挙げ
ない。

鑑賞の感想やワークシートの記述などを互いに読
み聞かせることで、自分の感じたことを発表する
ことに抵抗なくできるようにさせる。

◎感想文の評価が８０％以上、到達点のＢ以上
になるよう指導する。Ｃ評価の生徒には、どの
ように改善すればＢ評価になるかをアドバイス
する。

美
術

見る力、感じる力、それを表現する力を更に伸
ばす必要がある。

デッサンを通して見る目を養わせ、平面構成を通
して調和を学ばせ、コラージュ画で素材を使う事
を理解させる。

●作品を提出させる。その評価が上がる生徒を
１０％以上上げる。

技
術

教科に関する生活体験の少ない生徒が多く、工
具や機械の正しい使用方法が理解できていな
い。

演示やイラスト・動画などを多く取り入れ、正し
いやり方をトレースさせたりするなど、丁寧に指
導する。そのためのタブレット端末などのＩＣＴ
機器の効果的な活用を進める。

◎主体的に学ぶ内容に重点を置き、ワークシー
トによる点検で、Ｂ評価が６０％以上になるよ
うにする。

家
庭

生徒は、衣服の取り扱いや住居の間取りについ
て、自分自身の快適な暮らしの観点から考える
機会がほとんどない。

家族生活の空間・個人生活の空間を考慮した、オン
ライン教材を利用し、理想的な住まいの在り方を考
え実践に向ける。自身の服をどの様に扱うか考え、
まとめることにより興味・関心を高める。

○主体的に学ぶ内容に重点を置き、平面計画を
立てる。Ｂ評価が６０％以上になることを目指
す。

保
健
体
育
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教科 具体的な授業改善策

社
会

社会、特に歴史が好きな生徒と苦手な生徒の差
が大きい。

ＩＣＴ機器（モニター・実物投影機・ＤＶＤな
ど）を使用することで、視覚的に分かりやすく、
興味を引くような授業を行う。

●学年末にアンケートを再び実施して検証す
る。

全体的に意欲的に活動をしているが、技能を習
得するために自己の課題を発見し、改善方法を
自分なりに考え、表現する力が十分でない生徒
が多い。

・毎時間の目標と課題を学習カードに記入しなが
ら、次回の課題を設定させる。学習カードの記述
から、個別に教師が助言をする。また、単元に
よってはペアやグループでの話合いの時間を設
け、仲間からアドバイス等をもらうことで、対話
的で深い学びを促し、課題解決への思考を深め
る。

◎学習カードの記述での「思考力・判断力・表
現力」の評価において、Ａ評価となる生徒の割
合が３３％以上になることを目指す。
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外
国
語

「書くこと」に関して、課題がある生徒が多
い。
授業の復習などが定着していない生徒が多いの
で、家庭学習の定着を促す必要がある。

授業内で英語を書く課題を提示し、家庭学習の支
援をする。出題範囲を限定した小テストを数回行
う。

○２学期末の授業アンケートで「家庭学習をし
ている」という回答が８０％を超えることを目
指す。

特
別
の
教
科

道
徳

他の意見を聞いて考えを深めたり、自分事とし
て捉えられたりする生徒を増やす。

他人事にせず、主体的に自分の考えを深められる
ような授業の展開を工夫する。特に、タイムリー
な話題を提供するよう心掛ける。

○友達の意見を聞き、自分の考えを深めること
ができたか。（ワークシート、振り返りからの
見取り）

総
合
的
な
学
習
の

時
間

校外学習の計画作りを主体的、協力的に行う。
将来へのビジョンやイメージを明確にもてる生
徒が少ない。

日常生活から協力して行動することの大切さを実
感させる。
計画的、系統的なワークシートを準備し活用させ
る。

○川越校外学習の事前学習において主体的に調
べ、個人新聞の形で作成する。また、その内容
を発表・掲示する。
○ドリームマップを含めて計画的に実施して見
通しをもつ。


